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したが、その鋭い感性と精緻な読みに感嘆すると同時に、先生特有の技巧を凝
らした文体が、本来異なる個性を持つはずの 3 人の作家を似通ったものに見せ
てしまっているのではないか、といった不満も厚かましく申し上げたのです。
まだ若くて生意気盛りで、批判も含んでこそ真の批評と思い込んでもいたので、
今思うと恥ずかしいことですが、寛容にも先生はその姿勢をむしろ是として下
さったように思います。 
	 研究や批評に対する先生の姿勢は、私の最初の著書の出版記念会で、褒め言
葉が続く中、「僕はいつまでたっても蟬捕り少年のままなので」と前置きされた
うえで、新しい批評理論に依存してディケンズを論じる危うさをやんわりと批
判されたことにも示されているように思います。もちろん、決して場の雰囲気
を損なうような棘のある言い方ではありませんでしたが、どのような時もご自
身の批評的信念を貫こうとされる強い意志が感じられ、身の引き締まる思いを
したものです。じっさい、先生からは、折に触れて貴重なご助言やご批評をい
ただきました。着任後しばらくして、「新野さん、もう少し自分の文体を作った
方がいいよ」と言われたのもその一つで、文体だけではなく、論者としての姿
勢、あるいは厚みのようなものを形作る必要性を指摘されたのだと独り合点に
理解して、以後の励みとしました。また、同僚の昇任に関わる答申書を書いた
折に、部分的な読み間違いを密かに指摘してくださり、「新野さん自身の名誉の
問題だから」とおっしゃたことも印象深い思い出です。 
	 御輿先生のご講義は常に高い人気を誇り、必ずしも文学に興味を持っていな
かった多くの外大生に、文学研究の面白さを実感させるものでした。名高いご
講義を一度拝聴したいとお願いしても、「企業秘密」と断られ、やっと最終講義
でその「秘密」の一端に触れることができたのは嬉しいことでした。10 年ほど
前に思いがけず体調を崩されるまでは、学内の重要な委員会の長を数多く兼任
され、ご多忙の中、愚痴をこぼされることなく誠実に任に当たられて、多くの
同僚の信頼と尊敬も宜なるかなと思い至ります。このような先輩が同僚として
身近にいてくださったことは何よりの幸福で、外大での 30 年に亘る教員生活が
あらゆる面で充実したものとなったのは、ひとえに先生のおかげと感謝してい
ます。ご定年にあたり、先生の文学に対する熱い思いを少しでも引き継いで、
外大をより一層豊かな場所にするよう皆で力を合わせていければと祈りつつ、
先生をお送りする言葉とさせていただきます。 
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